
グループホーム　つかさ（かもめ）

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】
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62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
1. ほぼ全ての利用者が

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

673. 利用者の１/３くらいが

68

4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている
（参考項目：30,31）

59
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. ほぼ全ての職員が

3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

4. ほとんどいない

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

4. ほとんど掴んでいない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

643. たまにある

基本情報リンク先

平成28年9月21日訪問調査日

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんどできていない

項　　目 　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印 項　　目 　　　　　取　り　組　み　の　成　果

　　↓該当する項目に○印

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

所在地

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

●居間の北側の窓からは、海が眺められ波の音もする。又、南側の窓からは、山が見えて風通しもよい。壁面に
は、夏祭り等のイベント時の写真や地元小学校の広報誌を掲示している。台所からは食事を作る匂いがしており、
利用者は居間で多くの時間を過ごしている。廊下の作品は車椅子の利用者の方も見えるように、低い位置に掲示
している。
●会議には、利用者、家族、区長、市職員、地域包括支援センター担当者、近隣の小学校校長が参加しており、テ
レビのモニターに写真を写しながら、行事等の報告を行っている。外部評価の目標達成計画を活用し、事業所の困
りごとや課題についての取り組みを2ヶ月に1回、自己チェックして、会議の度に参加者にモニタリングしてもらってい
る。「地域との交流を深めたい」という目標達成計画の内容について話し合った際は、区長から「回覧板の情報を得
て、地域との関わりを深めてみては」と提案があり、回覧板を回してもらうことにつながった。

特定非営利活動法人JMACS

愛媛県松山市千舟町6丁目1番地3　チフネビル501

所在地 愛媛県松山市浅海原甲405番地

自己評価作成日 平成28年7月15日

評価機関名

評 価 結 果 概 要 表
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3870105677
ホームは海に面して建っており、窓からは広大な瀬戸内海やその島々を眺めることができます。利用者
はその雄大な景色を眺めながら、ゆったりとした時間のなかで日々の暮らしを過ごされています。職員
は利用者にいつまでも生活力を失わず、役割や生きがいを持ち、一人の人として自分らしく暮らしていた
だきたいと考えています。そのために日々の家事活動や地域の奉仕活動を共に行い、個々の行きたい
所やしたいことを大切にし、一緒に行える支援に取り組んでいます。

法人名 有限会社　司

事業所名 グループホーム　つかさ

特定非営利活動法人JMACS



サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

自己評価及び外部評価結果表

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

氏　名 竹田　友和

評価完了日 2８　年　　７　月　　1５　日

記入者（管理者）

事業所名　 グープホーム　つかさ

(ユニット名） かもめ　ユニット

ホップ 職員みんなで自己評価!
ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!
ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

－サービス向上への３ステップ－
“愛媛県地域密着型サービス評価”

特定非営利活動法人JMACS



グループホーム　つかさ（かもめ） 自己評価表及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

法人理念や運営理念をホーム内に掲示している。毎
朝・夕の申し送りにてご利用者の対応方法について検
討し、その際に理念に沿って行えているかを考えなが
ら話し合いを行うようにしている。

(外部評価)

居間の壁面に「満足のいく生活をする為に個人の自由
と尊厳を守り、優しく温かい心を持って接します」と
いう理念を掲示している。

(自己評価)

地域の行事には積極的に参加を行い、特に地域の小学
校との交流を中心に取り組んでいる。学校行事は地域
と学校との交流活動も多く、それらに参加させて頂く
ことで、ご利用者と地域の方との交流も行えている。

(外部評価)

小学校の運動会や音楽会を見学に出かけたり、地域の
夏祭りに参加したりしている。8月には、事業所の夏祭
りに地元の小学生を招待した。利用者は、職員と一緒
にゴム金魚すくいの準備をしたり、当日は子ども達と
一緒にかき氷を食べたりして楽しんだ。事業所横の空
き地に、地域の公園ができるため、法人代表者は、建
設に伴う話し合いに積極的に参加している。

(自己評価)

運営推進会議において、民生委員の方より近隣の方や
知り合いの方の介護のことで相談を受けるなど、事業
所としての理解を得られてきていると思われる。また
ホーム便りにて認知症についての啓発も行っている。

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理
念を共有して実践につなげている

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

3

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

特定非営利活動法人JMACS



グループホーム　つかさ（かもめ） 自己評価表及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

運営推進会議ではホームの様子を映像や写真で見ていた
だき、その中でどのような支援が行われているかを具体
的に話し合えるようにしている。またサービス評価の改
善の取り組み状況を毎回報告し、地域の方からの意見を
頂くようにしている。

(外部評価)

会議には、利用者、家族、区長、市職員、地域包括支援
センター担当者、近隣の小学校校長が参加しており、テ
レビのモニターに写真を写しながら、行事等の報告を
行っている。外部評価の目標達成計画を活用し、事業所
の困りごとや課題についての取り組みを2ヶ月に1回、自
己チェックして、会議の度に参加者にモニタリングして
もらっている。「地域との交流を深めたい」という目標
達成計画の内容について話し合った際は、区長から「回
覧板の情報を得て、地域との関わりを深めてみては」と
提案があり、回覧板を回してもらうことにつながった。

(自己評価)

運営などの課題が生じた時には電話させて頂いたり、
直接市役所に伺うなどして相談させて頂くとともに、
関係の構築に取り組んでいる。さらに運営推進会議に
毎回出席して頂く際にはホームについて理解して頂け
るよう報告や相談をさせて頂いている。

(外部評価)

民生委員から認知症の独居高齢者の様子について相談
があった際に、聞き取りをして地域包括支援センター
へつなげた事例がある。中学生の職場体験学習を受け
入れている。

(自己評価)

職員全体で身体拘束となる具体的行為を勉強会で理解
を深め、昨年度主治医の指示にて身体拘束を仕方なく
行った際も、早期に改善が図れるよう取り組み、身体
拘束を廃止できた。今後も身体に限らず、言葉での拘
束に繋がる事項がないか全体で取り組みを行いたい。

(外部評価)

身体拘束については、職員会議時に勉強をしている。
玄関は施錠せず、日中は自由に出入りができる。昼食
時「息子が来る」と言って玄関から外に出た利用者に
職員は、止めることなく建物内から見守っていた。

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取組みを積
極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正し
く理解しており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる

特定非営利活動法人JMACS



グループホーム　つかさ（かもめ） 自己評価表及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

職員はどういったことが虐待になるか、また繋がって
いくかを職員会で話し合ったり、日々の中で管理者と
話し合ったりすることで、予防できるように取り組ん
でいる。今後もご利用者が不快になることも含めて、
気持ちよく過ごして頂けるように取り組みたい。

(自己評価)

勉強会にて制度の理解を持つようにしているが、職員
は具体的に活用する機会はなく、十分に把握している
とは言い難い。実際に対応が必要な方が出た場合に、
管理者と共に対応することでより理解が出来るように
していきたい。

(自己評価)

契約の際は見学に来て頂いたり、訪問する等して管理
者が利用者、家族と十分に協議し、不安や疑問点を解
消できるよう話し合いを行っている。また随時話し合
う機会を持ち、御家族の不安や心配は都度解決できる
ようにし、改定などの際はご案内をお送りするととも
に、ご相談にも応じるようにしている。

(自己評価)

利用者には日々の言葉を記録に残すようにし、家族は
介護計画作成会議時、面会時、運営推進会議等に話す
機会を設け、また玄関に意見箱を設置し、それらを検
討し運営に反映させている。また運営推進会議に参加
されていないご家族様には議事録を送付し、内容につ
いて知っていただくように取り組んでいる。

(外部評価)

季刊誌には、行事の際の写真や外出の様子、管理者の
コラム等を載せており、家族に送付している。月1回、
利用者個々の担当職員が手紙で日常の暮らしの様子を
報告している。

家族も利用者を支える支援者として、一緒に活動でき
るような機会作りを工夫してみてはどうだろか。

6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員並びに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、それら
を活用できるよう支援している

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な
説明を行い理解・納得を図っている

10

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業
所内での虐待が見過ごされることがないよ
う注意を払い、防止に努めている

特定非営利活動法人JMACS



グループホーム　つかさ（かもめ） 自己評価表及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

管理者は毎日の申し送りで日々の悩みを聞いたり、日常の中
で職員個々と話をして、意見や提案を聴き、代表者と会議し
て運営に反映させるようにしている。また、毎月の職員会議
には代表も参加し、各業務毎の担当者と意見交換を行い、よ
りよい運営がなされるよう協議を行っている。

(外部評価)

8月に事業所内で、緊急時の対応方法や連絡方法等について
の研修を行った。そのことがきっかけで、職員から「外部の
救命救急講習を受講したい」との希望があり、シフト調整を
行い受講できるよう取り組んだ。

管理者は、「職員がさらに自発的に業務に取り組み、
レベルアップを図って欲しい」と考えている。現場職
員の気付きや意見、アイデアを活発に出し合えるよ
う、機会や場作りに工夫を重ねていってほしい。

(自己評価)

事業所で独自のキャリアパス制度を導入し、職員が目標を
持って働いたり、スキルアップに取り組めるようにしてい
る。さらに代表者は毎月の職員会議に参加したり、管理者と
運営会議を行うことで、職員のやりたいことが実現できるよ
うにしている。

(自己評価)

管理者は勉強会を行い、新たな知識や技術を学ぶ機会を設け
ている。また、日常や各担当の業務の状況や悩みを聞く中で
アドバイスを行い、気づける力を育むようにしている。外部
の研修にも年１回の参加を呼びかけ、研修案内を掲示してい
るが、参加率が少ない為検討が必要である。

(自己評価)

代表者は積極的に他事業所との交流を進め、夏祭りなどにも
招待して頂いている。しかし、こちらから招待などは出来て
おらず、交流する機会も少ないことから、職員同士が交流で
きる機会づくりを取り組みたい。

(自己評価)

サービスを利用する前に管理者が訪問して、本人の思いを聞
く機会を設けたり、見学に来ていただいて他利用者と過ごす
時間を持つようにしている。また入所時には担当職員を決
め、本人の思いや要望を聴くようにすることで安心していた
だけるよう取り組んでいる。

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会をつくり、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービ
スの質を向上させていく取組みをしている

15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、本人の安心を確保するため
の関係づくりに努めている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

11 7

○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させてい
る

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている

特定非営利活動法人JMACS



グループホーム　つかさ（かもめ） 自己評価表及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

サービス相談時、見学時、家族宅への訪問相談時に、
家族と多く話し合う機会を持てるように取り組んでい
る。その際に不安なことや要望を出来るだけ多く聞く
ことができるよう取り組んでいる。

(自己評価)

管理者は利用相談を受けた際に、御本人の状態や家族の状
況、それぞれの思いを聞くように心掛けており、状況に合わ
せた支援を受けることができるよう相談・助言を行ってい
る。ケースに応じて、介護支援専門員や相談員、地域包括支
援センターに繋がるよう対応を行っている。

(自己評価)

職員は利用者の出来ること、出来ないことを把握するように
努め、出来ることを一緒に行えるように取り組んでいる。し
かしご利用者同士のトラブルになるケースもあり、一部のご
利用者しか役割を持てていないこともある。共同生活の中で
の分担やお互いへの理解が深められるよう、どのような支援
が行えるか取り組みを行いたい。

(自己評価)

職員は面会時に近況の報告をしたり、毎月の行事、生活、受
診の様子を手紙でお送りするなどして、本人の様子を知って
頂けるよう取り組んでいる。さらに介護計画作成会議の際に
一緒に本人を支援する方法を考えていただいている。ただ、
ご家族の面会も減ってきており、面会に来て頂きやすい環境
づくりを取り組みたいと考えている。

(自己評価)

ご利用者の中にはご家族と相談し、携帯電話を持って頂いて
いる方もおられる。また昔馴染みの方と一緒に出掛けられた
り、地域の行事に参加して、お知り合いに出会えることもあ
る。今後も継続し、ホームに訪ねて来てくださることも増え
るよう取り組みを行いたい。

(外部評価)

友人が訪ねてきてくれた際には、ゆっくり過ごしても
らえるように居室へ案内し、椅子や飲み物を準備して
いる。2ヶ月に一度、友人らの会合に一緒に出かける利
用者がおり、職員は、友人から次回の会合の日程を確
認したり、出かける準備を手伝ったりしている。

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場にお
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築
いている

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場にお
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を築いている

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と
家族等が「その時」まず必要としている支
援を見極め、他のサービス利用も含めた対
応に努めている

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等
が困っていること、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、関係づくりに努めている

特定非営利活動法人JMACS



グループホーム　つかさ（かもめ） 自己評価表及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

身体機能や認知機能の低下に伴い、生活の中でご利用者同士
が一緒に活動することは少なく、仲の悪い利用者がおられた
り、トラブルになる場面が時々ある。御利用者同士の関係を
把握して、協働しながらもトラブルが少なくなるように支援
しているが、関わりが増えるように取り組みを考えていきた
い。

(自己評価)

ホームを退居され、他の事業所へ移られる時も、情報提供を
行ったり、御家族にも相談対応出来る旨を説明している。ま
た、介護支援専門員とも情報交換を行い、サービス終了後も
フォローが行えるよう取り組みを行っている。

(自己評価)

個別の記録に想いや言葉を記入する欄をつくり、日常の会話
の中から出来るだけ本人の想いを聞き取るようにし、記録す
ることで、職員間で把握できるように努めている。また利用
者それぞれに希望の献立を聞くなど、想いの把握に努める事
を大事にしている。しかし、ご利用者によって希望の表出が
難しくなっている方も増えており、どのように把握していく
か検討し改善を図りたい。

(外部評価)

重度の方で、自分の意見をうまく表現できない方について
は、元気な頃の希望を参考にして、本人の気持ちになって考
えるようにしている。介護記録の様式は、時系列で「出来
事」「言葉・ケアプラン」の欄を設けている。現在は、職員
の記入については個人差があるようで、管理者は、今後記入
内容の充実に取り組み、利用者の思いの把握につなげたいと
考えていた。

(自己評価)

介護計画作成時にご家族と一緒に検討し、色々なお話を聴け
る機会が得られている。今後も本人やご家族との会話の中か
ら必要な情報が得られるよう、個人記録を活用して記入し、
情報共有できるように取り組みたい。

(自己評価)

毎日の申し送りにて、ご利用者それぞれの生活の様子を確認
し、日誌に記入することで職員間で情報を共有できるように
している。

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

25

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これ
までの関係性を大切にしながら、必要に応
じて本人・家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている

21

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支え
合えるような支援に努めている

22
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グループホーム　つかさ（かもめ） 自己評価表及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

介護計画は毎月計画作成担当者と職員で話し合い、モ
ニタリングを行っている。そのモニタリングをもとに
職員間で話し合い、介護計画の原案を作成し、原案を
もとにして御家族、計画作成担当者、担当職員で協議
して介護計画を作成している。介護計画はその方の想
いを聴き取り、生活に即した内容となるよう注意して
いる。

(外部評価)

介護計画の見直し時期には、家族と一緒に利用者の暮
らしや介護のあり方について話し合う場を設けてい
る。介護計画実施チェック表には、利用者全員の介護
計画の内容を記入しており、日々の介護記録のファイ
ルに綴じて確認している。又、毎日、実施した人、確
認できた人が〇を入れてチェックしている。

(自己評価)

個々の記録には想いや言葉を記入する欄を設け、さら
にケアプランの実践内容も記入するようにしており、
結果や気付き、本人の想いを記入することで職員間で
情報を共有できるようにしている。また日々の中で起
こる課題に対しては、日誌に対応方法を記入する欄を
設け、実施、評価を行えるようにしている。

(自己評価)

本人や家族の状況にあわせ、職員で通院の支援をした
り、希望の外出や外食を出来るようにしている。また
本人や家族の要望などにて買い物の支援も行ってい
る。

(自己評価)

近隣の小学校と交流したり、近所の喫茶店の方や美容
室の方など少しずつ地域の方々の協力が得られてきて
いる。また近隣の社会福祉施設の配食サービスを行事
の際に活用するなど、地域資源も増えてきている。今
後さらに利用者が希望する生活を送ることができるよ
う、地域にある資源を把握し、関係性を深めていけれ
るよう働きかけを行っていきたい。

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化
本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能化
に取り組んでいる

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している

27
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グループホーム　つかさ（かもめ） 自己評価表及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

本人や御家族が希望している医療機関に受診できるよう、入
居時に確認をとり、連携が取れるように働きかけている。医
療機関によっては訪問診療に来ていただけるところもあり、
複数の医療機関との関わりを持ちながら、利用者個々の主治
医と関係を築きながら、適切で本人が安心できる医療を受け
ることが出来るよう支援を行っている。

(外部評価)

利用者の日頃の様子を医師に報告して相談しながら、日中、
できるだけ活動に参加できるよう支援することで、夜間よく
眠れるようになり、入眠剤の減薬につながったような事例が
ある。

(自己評価)

事業所に看護資格のある職員も配置されており、日々の健康
管理や医療面での相談も行えている。また、利用者それぞれ
の主治医の医療機関の看護師とも気軽に相談ができ、状態変
化時には相談や対応を依頼している。

(自己評価)

利用者が病院に入院される場合には、入院時に本人に関する
情報や支援方法に付いても医療機関に提供するようにし、入
院中の本人のストレスや負担が軽減できるように取り組んで
いる。また医療機関の相談員とも連携を図り、ホームで対応
可能な段階を相談することで、早期の退院ができるよう支援
している。

(自己評価)

ご家族に、緊急時や終末期においての意向の確認アンケート
を行い、現時点での方針について確認を行っている。また
ターミナルが予測される段階のご利用者に対しては、ご家族
と主治医、管理者が話し合うようにし、その結果を基にして
職員会で話し合い、チームとしてどう支えていくか検討して
いる。

(外部評価)

終末期の希望については、入居時に本人や家族に聞くことも
あるが、主には入居後、しばらくして本人や家族との信頼関
係を構築してから「終末期意識調査票」を用いて、希望等の
把握に取り組んでいる。「大切にしたいこと」「これだけは
嫌なこと」等、選択する項目を設け、自由記述欄も作ってい
る。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支
援
重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた
情報や気づきを、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、また、できるだけ早期に退院でき
るように、病院関係者との情報交換や相談
に努めている。または、そうした場合に備
えて病院関係者との関係づくりを行ってい
る。

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している
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グループホーム　つかさ（かもめ） 自己評価表及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

急変や事故発生に備えて、マニュアルを整備し、必要な機材
の整備も進めている。また職員採用時及び年に１回は勉強会
で学ぶ機会をつくっている。しかし、全ての職員が完全に出
来るまでには至っていなく、また不安を感じている職員もい
るため、個別の研修も行いたい。

(自己評価)

災害時のマニュアルを整備し、毎月避難訓練を実施してい
る。海岸に面している為、津波に対する避難訓練も取り入
れ、地震、津波、火災の複合的な訓練を実施しており、大分
スムーズな避難が行えるようになっていると思われる。今後
も継続してどのような状況でも訓練通りに避難出来るように
励みたい。

(外部評価)

3月に行った避難訓練では、地域の方にも見学してもらっ
た。事業所全体での避難訓練の他に、新人職員の入職の際に
は、管理者と新人職員のマンツーマンで、災害時のマニュア
ルをもとに研修を行っている。全職員が避難訓練を体験でき
るように、今後は避難訓練の回数を増やしたいと話してい
た。

(自己評価)

居室に訪室する際はノックをしたり、年長者としての言葉遣
いに注意する等、入社時や職員会議時などに都度点検、話し
合いを行っている。またそれぞれの生活リズムや体調に合わ
せて支援するようにし、食事や入浴について無理強いするこ
とがないように取り組んでいる。しかし、認知症の進行など
から理解が難しくなった方もおられ、どのようにコミュニ
ケーションを図っていくか話し合って改善していきたい。

(外部評価)

個人的なことを話す時には、居室で話すように気を付けてい
る。おやつの際には、飲み物を複数提示して選んでもらえる
よう支援している。食後の後片付け、洗濯たたみ、裁縫の得
意な方には繕いもの等をお願いして、利用者の役割を大切に
している。

(自己評価)

日常の中での声掛けにも選択性を持たせることを大事にして
いる。その中でも希望の献立を一緒に本を見ながら決めた
り、毎週選択できる喫茶の日を設けるなどの取り組みを行っ
ている。毎月の外食は写真にして店を選ぶことが出来るよう
にして、話し合って行き先を決めるようにしている。

13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築
いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をしてい
る

35

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている
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グループホーム　つかさ（かもめ） 自己評価表及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

朝入浴したい利用者や、朝食を遅く食べたい方へはその人の
ペースを大切にし、希望にそって支援を行っている。また、
利用者にその都度聞く、確認するを徹底し、利用者の想いを
大切にしている。しかし、まだまだ職員の都合を優先する場
面もみられ、今後個別の職員研修や全体の勉強会で職員全体
で考えながら取り組んでいきたい。

(自己評価)

希望される方にはご家族と相談して一緒に服を買いに行った
り、散髪に出掛けたりしている。また化粧水やシャンプーな
どの希望を一人ずつ確認し、実施できるように取り組んでい
る。

(自己評価)

献立は毎月利用者一人一人に希望の食べたいものを聞き、食
べたいものが食べられるように取り組んでいる。また毎月外
食に行き、メニューを見ながら食べたいものが食べられるよ
うに取り組んでいる。ただ、ご利用者が食事作りに参加する
ことが難しくなってきているため、どのような形で食事を楽
しんで頂けるように取り組むか検討したい。

(外部評価)

朝食を食べる習慣のない方には準備はするが、無理強いしな
いように気を付けている。利用者の食べたいものの希望を反
映しやすいように、メニューは２週間分ずつ作っている。調
査訪問時、利用者からリクエストがあった栗ごはんが食卓に
上っており、職員はリクエストした方に「○○さんから希望
があった栗ごはんです」と伝えていた。職員が食事の後片付
けをしていると、利用者の一人が「それ手伝うよ」と声をか
けて食器やお盆を拭いていた。

(自己評価)

食事は主菜と副菜２品を毎食提供するようにし、１日３０品
目を目指して献立を立てている。利用者個別に食事量や水分
量を記録するようにし、摂取量の把握に努めている。ご本人
の希望や状態に合わせて粥や刻み、ミキサー食にして提供し
たり、摂取量が少ない方には好きなものや夜食におにぎりを
出すなどしている。

(自己評価)

毎食後一人一人の状態に応じて準備や声掛け、必要な方へは
介助を行うようにし、就寝前には義歯の洗浄を行うようにし
ている。

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付けをしている

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している
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グループホーム　つかさ（かもめ） 自己評価表及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

利用者はそれぞれトイレに行かれたり、自身で尿器にされる
などしている。失敗などがある方には、時間での声掛けを行
いつつ、適切な時間をアセスメントし、トイレ誘導ができる
ように取り組んでいる。車椅子使用になった方にも少しずつ
立位訓練をしながらトイレでの排泄が行えるように支援して
いる。

(外部評価)

夜間は、おむつを使用する方についても、日中はできるだけ
トイレで排泄できるよう支援している。退院時、リハビリパ
ンツとパッドを使用していた方について、日々の歩行訓練や
日中の活動への参加を支援し、トイレでの排泄ができるよう
になり、パッドの必要がなくなる等、状態が改善したケース
がある。

(自己評価)

毎日午前中は乳製品を摂取していただいたり、水分量を記録
し、少ない場合には好みのものや、適時摂って頂けるよう声
掛けを行い、便秘の予防を図っている。またファイバーを飲
んで頂いたり、便秘時にはホットミルクを飲んで頂くことで
改善される方もおられる。

(自己評価)

利用者さん一人ひとりの希望をアンケートし、好みの時間帯
やシャンプー、石鹸の好みを把握したり、シャワーや掛け
湯、浴槽に入る順番などの入浴習慣にそった支援が行えるよ
うに取り組んでいる。希望の方には早朝の入浴もできるよう
に取り組んでいる。

(外部評価)

利用者個々に、週３回は入浴できるように支援している。入
浴があまり好きでない方は、家族に声かけをお願いしたり、
入浴後に好きなおやつを用意する等して入浴につながるよう
誘っている。朝食後、すぐに入浴したいと言う方もあり、で
きるだけ本人の希望するタイミングで入浴できるように支援
している。

(自己評価)

利用者には自室のドアを激しく開け閉めされる方も居られ、
それが、他の利用者の安眠を妨げることもあるため、防音
テープなどで対応を行っている。日中ではそれぞれ歩行訓練
や立位訓練を行い、午後は昼寝をしたいというご希望の方は
ゆっくり自室で休むことが出来るようにしている。

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ
た予防に取り組んでいる

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立にむけ
た支援を行っている
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グループホーム　つかさ（かもめ） 自己評価表及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

全職員が薬の内容を把握できるよう、薬の説明書を個人ファ
イルに整理して保管している。また、薬の処方が変更された
場合には申し送りや受診記録表にて全員が周知できるように
取り組んでいる。薬変更後の利用者の変化については、管理
者と職員で話し合い、状態変化を見逃さないようにし、適切
に医療機関に連絡ができるようにしている。

(自己評価)

利用者さんの希望を聞いて毎月外食を行ったり、近所の馴染
みの喫茶店でお茶をするなど、楽しみが持てれるように取り
組んでいる。しかし日常の中で一人ひとりが力を発揮する場
面がない為、今後少しでも生活に関われる役割をつくってい
きたい。

(自己評価)

毎月地域のお店への外食や、近所の喫茶店にお茶を飲みに行
くなど、楽しみある外出を行っている。日常的にも海岸を散
歩するなど、外出の機会を持つことを大切にしている。しか
し個別の外出や希望の外出などの機会は少ない為、今後外出
の時間の確保や希望の確認を行い、実施できるように取り組
みを行いたい。

(外部評価)

桜やコスモス等の季節の花を見に行ったり、月1回は外食に
出かけられるよう支援している。近所を散歩できるよう支援
しており、調査訪問時も職員と海岸沿いを散歩する利用者の
様子が見られた。お隣に喫茶店ができ、ケーキが好きな方は
時々おやつを楽しみに出かけており、店主とも顔なじみに
なっている。

(自己評価)

家族と相談してお金を所持されている利用者の方もおられる
が、ほとんどの方がお金の理解が難しくなっており、事業所
で預かっている方が多い。

(自己評価)

毎朝ご自宅へ電話することを楽しみにされている方も居られ
たり、ご家族からの電話に付き添って会話が出来るように支
援を行っている。毎年、年末には利用者一人一人が御家族に
年賀状を送れるよう支援し、ご家族様から大変喜んで頂いて
いる。

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援
している

51

○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。ま
た、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協力
しながら出かけられるように支援している

48

50

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認に努めている
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グループホーム　つかさ（かもめ） 自己評価表及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

共用空間には毎月の行事の写真などを飾り、季節感を
感じて頂くようにしている。また食堂の配置やリビン
グの配置など、利用者の方の希望を聞きながら、居心
地良く過ごせるように工夫している。

(外部評価)

居間の北側の窓からは、海が眺められ波の音もする。
又、南側の窓からは、山が見えて風通しもよい。壁面
には、夏祭り等のイベント時の写真や地元小学校の広
報誌を掲示している。台所からは食事を作る匂いがし
ており、利用者は居間で多くの時間を過ごしている。
廊下の作品は車椅子の利用者の方も見えるように、低
い位置に掲示している。

(自己評価)

利用者の方のほとんどは車椅子を使用されており、共
有空間ではほぼ決まった場所で過ごされることが多
い。またほとんどの方は自室で過ごすことが多く、継
続して環境づくりに取り組む必要がある。

(自己評価)

利用者それぞれに使い慣れたタンスや家具を持ってこ
られたり、位牌や仏壇、御主人の写真を持ってこられ
たりされている。また、本人の希望で畳の部屋にされ
ている方も居られたり、入り口には暖簾をつけ、自室
内のプライバシーにも配慮するようにしている。

(外部評価)

家族との会話から、利用者本人がちぎり絵の先生をし
ていたことがわかり、当時の作品を持参してもらって
居室や玄関、廊下に飾っていた。調査訪問時には、裁
縫の得意な方が居室で自分のシーツカバーを縫ってい
た。

(自己評価)

車椅子の方も多くなったり、歩行が不安定になった方
もおられ、廊下は広く移動しやすいようにしている。

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり
共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるよ
うな居場所の工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族
と相談しながら、使い慣れたものや好みの
ものを活かして、本人が居心地よく過ごせ
るような工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって
不快や混乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れて、居心地
よく過ごせるような工夫をしている

19

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり
建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつでき
るだけ自立した生活が送れるように工夫し
ている

53

52
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